
 

令和６年度  教 育 計 画 
                八幡浜市立喜須来小学校  学校番号  037 

校長名 前田 英隆 学級数 
８ 

（ ２ ） 
児童数 128 教職員数 15 

学校の教育目標 

心豊かに たくましく 自分を表現する子を育てる 

 

 

 

たただしく（知） やさしく（徳） たくましく（体） 
自分の考えを持ち、発表で

きる子 

自分を大切にし、相手の立

場に立てる子 

夢に向かって力強く挑戦す

る子 

確かな学力を身に付けさせます。 思いやりの心を育てます。 粘り強く続ける子を育てます。 
○ 基礎・基本の徹底 
○ 言語活動の充実 

・学習形態の工夫 
・どすこいタイム 
・指導方法の工夫 

○ 表現力の育成 
○ １人１台端末を活用した

教育の充実 
○ きすきタイムの充実 

 

○ 特別支援教育の推進 
○ 人権・同和教育の推進 
○ 道徳教育の充実 
○ 縦割り班活動 
○ 爽やか「あいさつ」･響け

「うた声」 
○ 運動会･学習発表会 
○ 自然･社会体験活動 
〇 ありがとう集会 

 

○ 校内持久走大会 
・きすきトライアルの充実 

○ ＩＴｽﾀｼﾞｱﾑへの挑戦 
○ 欠席０(目標 100日) 
○ 水泳・陸上・金管 
○ 喜須来っ子まんてんリズム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【キャッチフレーズ】 

全力つくせ 君が主役だ 喜須来っ子 ～ アップデート ～ 
 

まごころ 

家庭・地域に信頼され、共に歩む学校 
みんなでつくる みんなの学校  

地域 
発 見 ・ 体

験・貢献交

流の場 
 

家庭 
心のエネル

ギー補充の

場 

支援 協力 



 

重 

点 

目 

標 

【学校の教育目標】 

心豊かに、たくましく、自分を表現する子を育てる 

【基本方針】 

『全力つくせ 君が主役だ 喜須来っ子』 

を合言葉に、自分の考えをしっかりと持ち表現する力、他人の立場を理解しなが

ら自分自身も大切にする子どもたちを育てる。心も体も元気で、自信を持って行

動できる子どもたちの育成を目指す。 

１ まごころの教育をベースとし、児童一人ひとりが「自分らしさ」を大切にし、

心から自分の気持ちを表現できるよう、愛情を持って指導する。 

２ 児童が自ら考え、話し合いながら深く学ぶ授業を展開し、自主的に活動し成長

する環境を整える。 

３ 児童の活動を家庭や地域に向けて積極的に発信し、地域社会に貢献する学

校作りを目指す。 

【経営の重点】 

(1) 特別支援教育に重点を置き、人権意識を高める活動を通じて、全員が尊重され

る学校環境を整える。 

(2) 地域の資源を活用し、児童が実生活で役立つ「生きる力」を身につける創造的

な教育課程の編成、実施に努める。 

(3) 基本的な学力の定着とともに、学ぶ意欲や自分で問題を見つけて解決する力

を伸ばすための教育を充実させる。 

管 

理 

運 

営 

【人的管理】 

(1) 働き方改革の意識を高める中で、互いに各教育活動の意義を確認し合い、関わ

る者が互いに優しく支え合おうとする人的環境づくりに努める。 

(2) 教育公務員として、自らの職務に自覚を持って遂行する精神を培う。 

(3) 自然災害等に対して適切な対応ができる危機管理意識を高める。 

【物的管理】 

(1) 危機管理マニュアルを整備・改善し、危機管理体制の確立を図る。 

(2) 安全な環境づくりに努めるとともに、環境の美化に努める。 

(3) 学校安全に留意し、災害・盗難等の事故防止に万全を期する。 

【事務管理】 

(1) 校務分掌の適正化を図り、機能的な連絡・処理に努める。 

(2) 著作権法や個人情報の厳正な管理や公文書・諸帳簿の適切な整理と保管に努め

る。 

(3) 予算の適切な執行を行い、諸会計の厳正な出納と管理に努める。 

本

校

教

育

の

特

色 

(1) 素直に自分の気持ちを表し、自分のペースで成長することを支える「まごころの

教育」の実践に努める。 

(2) 本校出身で大相撲第 39代横綱前田山英五郎の功績を讃えるとともに、次の世代を

担う喜須来っ子が夢に向かって力強く挑戦することを願って「前田山記念すもう大

会」を開催していた。この大会を通じて、児童は目標に向かって努力する大切さ

と、夢を追求する勇気を学んだ。現在は開催していないものの、この大会の精神は

今も学校の基本方針に生き続けており、「全力つくせ 君が主役だ 喜須来っ子」

のスローガンでその価値を伝えている。 


